







































































































































分 子・細 胞 研 究 部 門
福森義宏教授（平成26年 4 月 1 日　理事就任），
田岡　東助教
　当部門では，高速AFM観察に適した生物試料系の
探索を行っている。その一環として現在，細菌を対象
にその探索研究を行っている。
1．高速AFMを用いた生細胞分子イメージング
　これまでの高速AFM観察は，分離精製した分子系
を対象としてきた。生細胞表面に存在する分子のイ
メージングの可能性を探るために，生きた細菌（磁性
細菌，光合成細菌，大腸菌など）の表層構造の高速
AFM観察を行っている。まず，細胞に損傷を与えず
生きたままの状態で基板に固定する方法を開発した。
グラム陰性細菌を液体培地中で観察し，外膜の構造と
そのダイナミクスをナノサイズの分解能で捉えること
に成功した。高速AFMにより明らかになったグラム
陰性細菌の外膜は，ポーリンを主な構成分子とした網
目状構造により完全に被われていた。外膜はタンパク
質分子が規則的に配置された混み合った環境であるこ
とが明らかになり，グラム陰性細菌外膜の新しい構
造モデルを提案した。高速AFMによる生細胞分子イ
メージング法は，多くの細菌に適用可能であり，新し
い解析手法となることが期待できる。
2．磁性細菌のオルガネラの構造解析
　磁性細菌は環境中から鉄イオンを取り込み，磁鉄
鉱（磁石）を合成し，細胞内のマグネトソームと呼ば
れるオルガネラに蓄える。これを磁気コンパスのよう
に用いることによって磁性細菌は地磁気を感知し，地
磁気に沿って移動することで，生育に適した環境へと
移動する。マグネトソームの構造とその機能を明らか
にすることにより，原核細胞の細胞骨格やオルガネラ
の働きと形成過程，生物鉱物化作用，生物磁気感知の
仕組みの解明を目指している。既にマグネトソームの
構造や，その表面に存在するタンパク質の観察に成功
した。その結果，マグネトソームは，MamAと呼ば
れるタンパク質に被われており，これによりマグネト
ソーム鎖状構造が安定に保たれることが示唆された。
現在，マグネトソームに結合するアクチン様細胞骨格
の構造などについて研究を進めている。
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